
　　　　　　　　　　

大世栄
（二揚げ）

うぷゆぱい

＜解説＞
　　　　　　　豊年のあやぐの歌詞で歌います。　　　　　　　　　　　　＜宮古＞

　　　　くとぅす　　　　　ぱず

１．今年から始みゃしよ
　　　　　　　　　　　ゆ　　　なう

　　みるく世ぬ実らばよ
　　　　　　　うぷゆ　　　　ぱい

　　※大世とぅ栄ユヤナウレ
　　　んなま　ま　　　　あわ

２．今　蒔つ粟ぬどぅよ
　　じゅうがつ　ま　　　　くみ
　　十月　蒔つ米ぬどぅよ　（※）

３．すだますずなうらばよ
　　まだま　　　　　　みぬ
　　真玉すず実らばよ（※）
　　　うしゅぐむつ　　　　つ　　ゅさ
４．御主貢物　搗き納みよ
　　てぃんぐむつ　　　　　　ゅさ
　　天貢物　ばり納みよ（※）

今年を始めとして
これからは弥勒の世となり
※豊かな世となるように
　

今年蒔く粟や
十月に蒔く穀物が

すだまの粒のようになれば
真玉のような大粒に実れば

国王様に年貢を納め
お上に年貢を納め
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１．今年から始みゃしよ　みるく世ぬ実らばよ
　　　※大世とぅ栄ユヤナウレ
２．今蒔つ粟ぬどぅよ　十月蒔つ米ぬどぅよ　（※）
３．すだますずなうらばよ　真玉すず実らばよ（※）
４．御主貢物搗き納みよ　天貢物ばり納みよ（※）
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